
 

                                                     

○日 時 令和 3 年７月 12 日（月） 11 時 00 分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟 2 階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目 【3 キャンパス共通】 

・津和野サテライトオフィスの設置について      ……………………〔資料 1〕 

 

・公立大学法人島根県立大学と島根県立出雲商業高等学校との高大連携に関する協定締

結式について                   ……………………〔資料 2〕 

 

【浜田キャンパス】 

・「海遊祭」の開催について              ………………………〔資料 3〕 

 

【松江キャンパス】 

・「こっそり畑プロジェクト」～松江農林高校との高大連携事業について～ 

……………………〔資料 4〕 

            

○資料提供 

項目 

【3 キャンパス共通】 

・「大学案内パンフレット 2022」について      ……………………〔資料 5〕 

○行事予定 【3 キャンパス共通】 

・特別番組「創設！しまねの未来を担う人財奨学金」の放映について 

日時：7 月 18 日（日） 8:30～9:00（TSK さんいん中央テレビにて放映） 

……………………〔資料 6〕 

○その他 【3 キャンパス共通】 

・新型コロナウイルスへの対応について                 ……………………〔資料 7〕 

                            

 
 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

 

 

 

※次回の定例記者会見は 令和 3 年 9 月 9 日（木）13:30 から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



【資料 1】 

 

津和野サテライトオフィスの設置について 

 

1. 経緯 

 西周研究の推進 

島根県⽴⼤学⻄周研究会（2002 年発足）が 2017 年 4 月に始めた『新・⻄周全集』の編
纂に津和野町が協力。編纂の過程で得られた情報や、⼤学における過去の研究成果を郷土
研究に生かしている。 
西周シンポジウムの開催 

2002 年より開催している。今年度で 20 周年を迎えた 
『新・西周全集』の刊行 

島根県⽴⼤学⻄周研究会が中心となり、『新・⻄周全集』全 6 巻の刊行を 2023 年度より
開始予定。 

 
 協定締結 

2017 年 12 月に津和野町との連携協力協定を締結した。 
津和野町は、藩校養⽼館で⻄周を展⽰の目⽟にする⽅針。さらに、30 代までの研究者の

論⽂を対象に「⻄周賞」を設けるなど、全国の研究者のネットワーク構築も目指している。 
 

2. 津和野サテライトオフィスの設置 

2020 年 4 月に『旧喜多屋』（津和野町⼤字森村 530 番地）に設置した。 
 けんだい協力サポーターによる活動 

⻄周シンポジウムの開催に尽力され、『新・⻄周全集』にも協力いただいている津和野町
集落支援員の山岡浩二氏が「けんだい協力サポーター」としてサテライトオフィスにて引
き続き活動される。 

 「つわの未来塾」の開催 

浜田キャンパス井上厚史教授のゼミ生が月１回程度、津和野サテライトオフィスで開催
する津和野町の未来を楽しく真剣に語る学びの空間。（2021 年 5 月より開催） 

毎回１人（あるいは１グループ）が、津和野を元気にする提案をおこない、それについ
て参加者が自由に討論する場で、県⽴津和野高等学校の生徒もオンラインで参加する。 

地域政策学部地域づくりコースの教員 8 名もコメンテーターとして参加する。 

令和 3 年 7 月 12 日 
島根県⽴⼤学 浜田キャンパス 
企画調整室 的場  
電 話：0855-24-2201 



【資料 1】 

 

 



【資料 2】 
 

 

 

 

 

 

 

公立大学法人島根県立大学と島根県立出雲商業高等学校との 

高大連携に関する協定締結式について 

 

公立大学法人島根県立大学と島根県立出雲商業高等学校とは、包括的な高大連携に関する

協定を締結することとしました。 

両者は、相互の教員・職員・学生・生徒が連携して、魅力ある大学・高等学校づくりを推

進することを目的とする高大連携事業を実施していきます。 

つきましては、協定締結式を下記のとおり挙行いたします。 

 

記 

１． 日時 

令和３年７月１６日（金） １４：００開始 

 

２． 場所 

島根県立大学 松江キャンパス 管理棟 大会議室 

（島根県松江市浜乃木7-24-2） 

 

３． 次第 

（１） 開式 

（２） 出席者紹介 

（３） 協定書署名 

（４） 島根県立出雲商業高等学校校長あいさつ 

（５） 公立大学法人島根県立大学理事長あいさつ 

（６） 閉式 

 

４． 出席者 

島根県立出雲商業高等学校 水津則義校長 他 

  公立大学法人島根県立大学 清原正義理事長 他 

令和３年７月１２日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：連携交流課 雪吹（ゆぶき） 

電話：０８５５－２５－９０６３ 
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第 22 期（2021 年度）海遊祭の開催について 
 

 

 

〇日 時：10 月 9 日（土）09:00～17:00 

※ 台風などの天候の状況により、10 月 10 日（日）に順延する可能性あり。 

 

〇テーマ「Re:START~祭起動（さいきどう）～」 

 

〇コロナ感染対策を講じながら縮小開催で行う。主な内容は以下のとおり。 

・開催日時を 1日のみとする。（例年は、2 日間） 

・地域の方々はお招きせず、学生と教職員のみで開催する。 

・学外からのゲストを招いての催しは行わない。 

・模擬店は出店数を制限し、密にならいないように配置する。 

・企画は屋内のみとし、各会場に人数制限をして対策をする。 

・会場入口で、参加者名簿の作成する。内容（氏名、学籍番号、電話番号、行動歴） 

・コロナ対策担当を設置して、施設・物品の消毒、換気を行う。 

・今後のコロナ感染状況によって、運営方法の変更または開催可否について検討する。 

 

令和 3 年 7 月 12 日 
島根県立大学 浜田キャンパス 

・海遊祭実⾏部⻑ 齋藤 幸也  gakuyusk@policy.u-shimane.ac.jp 
・学生支援課 福間 純弘 0855-24-2202 
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「こっそり畑プロジェクト～松江農林高校との高大連携事業」について 

 

１．この活動の趣旨や目的 

  〇短期大学部保育学科では、松江農林高校での高校魅力化のコンソーシアムを受け、農業体験をベースにし

た食育の知識や技術をもった保育者の養成を松江農林高校との連携により実施する「こっそり畑プロジェクト」

を開始しました。すでに保育学科の2年生が「保育内容環境の指導法」の授業で、松江農林高校の先生に畑

の土づくりや夏野菜の作り方等をご指導いただきました。さらに、保育学科の学生と松江農林高校の生徒が

農業体験を通した交流会を開催することになりましたのでご報告いたします。 

この交流会は、保育者を目指す高校生と保育学科の大学生との交流により保育学科への進路実現に向けた

意識の醸成と本学への理解を深めることを目的としています。 

 

２．日時 

  〇令和３年７月１２日（月） １６：３０～１７：３０ 

     

３．場所・会場 

  〇島根県立大学松江キャンパス カメリアホール及びグランド畑周辺 

   〒690-0044 松江市浜乃木7-24-2  駐車場完備 

 

４．担当者 

  〇島根県立大学短期大学部保育学科 

     ・短期大学部長  教授 梶谷朱美（かじたに あけみ） 

     ・短期大学部保育学科長  教授 宮下裕一（みやした ゆういち） 

・短期大学部保育学科 講師  小林美沙子（こばやし みさこ） 

     

５．内容（別添文書あり） 

  〇サツマイモ苗の定植やマリーゴールドなどの草花の播種や交流会の実施 

 

６．対象者・参加人数 

〇対象者は保育学科２年生１９名と松江農林高校生７名  

令和３年７月12日（月） 

島根県立大学 松江キャンパス 

担当：短期大学部保育学科  

梶 谷 朱 美（かじたに あけみ） 



令和 3年 7月 12 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 松崎  

電 話：0855-24-2203 

 

 

 

「 大学案内 ２０２２ 」について 

 

 

島根県立大学・島根県立大学短期大学部「 大学案内 2022 」（浜田キャンパス・出

雲キャンパス・松江キャンパス）が完成いたしました。 

 

全学部・学科・コースの紹介や留学制度の説明はもちろん、学生や教員のインタビ

ュー、学生生活の様子も掲載しています。 

大学案内は浜田キャンパス事務局アドミッション室、出雲キャンパス教務学生課、

松江キャンパス教務学生課で無料配布しています。 

郵送による資料請求については下記の URL からお申し込みください。  

 

 

 

▼資料請求はこちらから 

（浜田キャンパス）http://hamada.u-shimane.ac.jp/admission/request/ 

（出雲キャンパス）http://izumo.u-shimane.ac.jp/admission/index.html#shiryou 

（松江キャンパス）http://matsuec.u-shimane.ac.jp/admission/material/request/ 

 

 

 

以上 

 

＜お問い合わせ先＞ 

浜田キャンパス：アドミッション室 TEL:0855-24-2203 

出雲キャンパス：教務学生課 TEL:0853-20-0215 

松江キャンパス：教務学生課 TEL:0852-20-0216 

【資料 5】 



【資料 6】 
 

 

 

 

 

 

特別番組「創設！しまねの未来を担う人財奨学金」の放映について 

 

 このたび県内就職を希望する学生を対象に創設しました「しまねの未来を担

う人財奨学金」にご協力いただきました山陰中央テレビジョン放送株式会社グ

ループより田部社長、島根電工株式会社より荒木社長、そして本学清原理事長と

の鼎談番組が下記のとおり放映されますのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

 番組名：島根県立大学「創設！しまねの未来を担う人財奨学金」 

～ふるさとへの思いが未来を変える！～ 

 

 放映日時：令和 3 年 7 月 18 日（日）8:30～9:00（さんいん中央テレビ） 

 

 概要：「しまねの未来を担う人財奨学金」は、島根県立大学未来ゆめ基金を活

用し、島根県立大学又は島根県立大学短期大学部に在籍する優秀な学生

のうち、将来にわたり島根のために貢献する意欲を持ち、島根県内にお

ける就職を強く希望する者に対し、島根県の将来を支えていく意欲を持

つ優秀な人材の県内定着を促進することを目的とした奨学金制度です。 

 この番組では、この奨学金制度創設の経緯や背景、そして大学側として

この制度に期待する事柄や、企業側から県内就職と人材確保に向けたビ

ジョンなどを語っていただきます。 

  

  

令和 3 年 7月 12 日 
島根県立大学浜田キャンパス 
企画調整室 的場 
TEL 0855-24-2201 
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＜収録の模様＞ 

 

 



【資料7-1】

キャンパス
教育・

研究活動
（準備含む）

授業
（講義・演習・実習）

インターンシップ
（IS）

就職活動
学生の構内立ち入り
学外者のキャンパス

訪問
クラブ・サークル活動

学生の
アルバイト

学生の大学施設
利用（体育館・
グランド等）

大学施設の
外部貸し出し

図書館 学内会議 事務体制 学生寮の運営 県境をまたぐ移動と健康観察 学生の海外渡航 その他

・常時、健康観察（体温測定）を行い、体調不良時は絶対に外出し
ないでください。症状によっては、かかりつけ医や保健所に相談して
ください。
・感染拡大が報じられている地域への不要不急の移動は自粛して
下さい。
・帰省等、居住地を離れる場合は、県内外を問わず事前にチュー
ターに『県内外への移動予定申請書』を用いて「移動先」「期間」「理
由」を伝えること（県外から更なる移動（県内への移動を含む）につ
いても『県内外への移動予定申請書』に記載すること）。寮生の場合
は、寮母に外泊届を提出するが、無断外泊、虚偽記載は退寮の対
象になることがある。
・島根県外からの来県及び同地域への移動は、極力控えること。
・やむを得ず島根県外へ移動する場合は、特に以下の点に留意す
ること。
感染症対策を徹底する。（マスク、手指洗浄、三密の回避等）
繁華街への夜の外出は控える。
会食などの際も、いわゆる三密を避ける等の感染症対策が十分
にとられてない店舗や施設の利用は控える。
「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」を利用する。
・やむを得ず島根県外に滞在していた場合は、必ず帰県後2週間は
自宅待機し、健康観察を行うとともに、その間、アルバイトも中止とし
不要不急の外出を控え、他者との接触を極力控えること。また、体
温測定等の健康観察及び体調不良時の大学への連絡を徹底する
こと。

・島根県が定める移動自粛要請地域に滞在した場合は、島根
に帰県後2週間は健康観察が必要であるが、学内で実施する
PCR検査の結果が「陰性」であった場合、また新型コロナワ
クチンの2回目接種後7日（モデルナ社は14日）を経過してい
る学生については、保健室に報告の上、帰県後2週間を待た
ずに対面授業の出席を許可する。但し、上記検査が陰性で
あっても、発熱等の体調不良がみられた場合は出席停止の
上、かかりつけ医や保健所に相談すること。

・常時、健康観察（体温測定）を行い、体調不良時は絶対に
外出しないでください。症状によっては、かかりつけ医や保
健所に相談してください。

・県外への移動、移動先での更なる移動（県内への帰着含
む）の際は、事前に移動先・期間・体調をゼミ教員に報告し
てください。

・新型コロナウィルス感染症への感染が疑われる場合(発
熱・咳・味覚症状等)は、かかりつけ医または最寄りの保健
所に連絡してください。PCR検査等を受けた場合は、松江
キャンパス教務学生課まで連絡してください。

・感染拡大が報じられている地域への不要不急の移動は自粛
して下さい。やむを得ずこれらの地域へ移動する場合は、特
に以下の点に留意すること。

➢感染症対策を徹底する。（マスク、手指洗浄、３密の回避
等）

➢繁華街への夜の外出は控える。

➢会食などの際も、いわゆる３密を避ける等の感染症対策が
十分にとられてない店舗や施設の利用は控える。

出雲

※4/19
から。

今回変更
なし。

WEB形式の活動を
主とすることを推奨
します。
　島根県外への移
動が必要な場合
は、『県内外への移
動予定申請書』（寮
生は外泊届を寮母
に提出）にて移動
予定をチューター
に報告することとし
ます。その他、臨地
実習のある学生は
「県境をまたぐ移動
と健康観察」欄で示
した内容を遵守して
ください。

WEB形式の活動
を主とすることを
推奨します。
　島根県外への
移動が必要な場
合は、『県内外
への移動予定申
請書』（寮生は外
泊届を寮母に提
出）にて移動予
定をチューター
に報告することと
します。その他、
臨地実習のある
学生は「県境を
またぐ移動と健
康観察」欄で示
した内容を遵守
してください。
　なお、就職活
動等で島根県外
に滞在した場合
は、2週間の健康
観察が必要で
す。その間の講
義科目はハイブ
リッド授業等の同
期型授業を受講
してください。

学生は自由に構内へ
の立入ができます。な
お、引き続き日々の
健康観察や感染拡大
防止対策（マスク着
用・手洗いや消毒の
励行・3密状態の回
避）を励行してくださ
い。
　学外者は、感染拡
大防止対策に最大限
の配慮をしていただ
き、キャンパス訪問を
許可します。高大連
携活動及び入試広報
イベントについては、
別に定めるガイドライ
ンに準ずることとしま
す。
　
　なお、施設利用（学
生ラウンジ、３階パソ
コン実習室）は、平日
9時から17時の間で
利用を許可します。

　サークル・ボランティア活
動は、感染拡大防止対策
（マスク着用・手洗いや消毒
の励行・3密状態の回避）を
行ったうえで許可します。毎
年4月に開催する学生団体
活動説明会に参加し、サー
クル等活動継続願の提出
が必要です。なお、活動再
開にあたっては、活動計画
書に感染対策の計画を明
示することを求めます。
　また、学内施設は1日1団
体のみの利用とします。
　施設利用前後には、消
毒・清掃等を行ってくださ
い。

・アルバイトをする際に
は、チューターに届け
出が必要です。

・3密を避けること。休憩
中にも3密+大声で喋ら
ないこと。

・感染リスクの高い施設
でのアルバイトを禁止し
ます。

・その他、接客、対面と
なる業種については、
（可能な限り自粛す
る）、感染防止対策を十
分にとられているものを
選ぶこと。

クラブ・サーク
ル活動の対応
に準ずることと
します。

原則として、引き
続き、全面禁止
とします。

平日8時45
分から20時
の間で利用
を許可しま
す。なお、一
度に利用す
る人数に制
限を設け、
感染対策を
行います。
　学生・教職
員以外の利
用は禁止と
します。

学生寮は集
団生活の場
であり、個
人のプライ
バシーを尊
重しつつ、
コロナ禍の
現状では寮
生各自の行
動に一層の
責任が求め
られます。
寮生は各寮
の規則を遵
守し、各寮
においてコ
ロナ対策と
して定めた
ガイドライ
ン等に従っ
てくださ
い。

・常時、健康観察（体温測定）を行い、体調不良時は絶対に
外出しないでください。症状によっては、かかりつけ医や保
健所に相談してください。

・コロナウィルス感染症への感染が疑われる場合や濃厚接触
者となった場合は、最寄りの保健所及び浜田キャンパス学生
支援課まで連絡してください。また、対応方法に不安を覚え
た際には遠慮なく大学事務局又はゼミ教員に連絡して相談し
てください。

・感染拡大が報じられている地域への不要不急の移動は自粛
してください。やむを得ずこれらの地域へ移動する場合は、
特に以下の点に留意すること。

➢感染症対策を徹底する。（マスク、手指洗浄、三密の回避
等）

➢繁華街への夜の外出は控える。

➢会食などの際も、いわゆる三密を避ける等の感染症対策が
十分にとられていない店舗や施設の利用は控える。

学生・教職
員・市民研
究員に加
え、
感染拡大防
止対策を講
じた上で、
学外利用者
の受入れを
再開しま
す。
なお、館内
のグループ
学習室等の
自習室利用
は引き続き
不可としま
す。

引き続き、
感染拡大防
止対策（マ
スク着用・
手洗いや消
毒の励行・
3密状態の
回避）に最
大限の配慮
をして、対
面会議も行
いますが、
遠隔会議シ
ステム等を
利用したオ
ンライン会
議の開催を
推奨しま
す。

引き続き、
感染拡大防
止対策（マ
スク着用・
手洗いや消
毒の励行・
3密状態の
回避）に最
大限の配慮
をして、ほ
ぼ通常の勤
務を行いま
す。但し、
不要不急の
窓口対応は
メール・電
話での対応
とさせてい
ただきま
す。

引き続き、
学生・教職
員以外の利
用禁止とし
ます。

文部科学省
が示すガイド
ラインを遵守
した寮運営
を行います。
寮生の皆さ
んは、感染
拡大防止対
策を励行し
てください。

各キャンパスにおいてコ
ロナ対策として定めたガ
イドライン等に従うこと
を条件に、一部の課外活
動を許可します。

ボランティア活動につい
ては、対面での活動は教
員指導のもと十分な感染
症予防対策を講じた上で
行ってください。
就職につながるボラン
ティア活動については、
事前に下記申請先の許可
を得た上で実施してくだ
さい。
（申請先：教育・保育関
係機関での活動について
は教職センター、それ以
外の一般企業・公的機関
等での活動については教
務学生課）

原則として引
き続き、全面
禁止としま
す。
おはなしレス
トランライブ
ラリーについ
ては、引き続
き下記につい
て徹底するこ
とで、一般利
用を行ないま
す。
①基本的な感
染防止対策
（マスク着
用、検温、手
指消毒等）
②利用者の時
間制限、人数
制限等
③図書、館内
の消毒等
④授業で必要
な読み聞かせ
等の集会は、
別に定めるガ
イドラインに
より、人数制
限をして再開
する。

・アルバイトは、十
分な感染予防措置が
されている施設・事
業所であることを前
提とし、自らも感染
拡大防止対策に最大
限の配慮を行って下
さい。

・感染リスクの高い
施設でのアルバイト
は自粛を要請しま
す。

・帰省等により感染
拡大が報じられてい
る地域にいる場合
は、極力アルバイト
を自粛してくださ
い。

クラブ・サー
クル活動の対
応に準ずるこ
ととします。

引き続き、全
面禁止としま
す。
なお、以下の
利用について
は、一部許可
します。
・会話を伴わ
ない試験会場
利用（高校等
の模擬試験含
む）
・学生、教職
員を対象とし
た献血等の社
会貢献に資す
る利用
・選挙に伴
う、開票所及
び学生、教職
員向けの期日
前投票所利用

新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る島根県立大学の教育・研究・諸活動に関する方針

（この大学方針は国や島根県の自粛要請等を踏まえて大学独自に方針を定めたものです。）

R3.6.25

浜田

※6/15
から。

引き続き、
感染拡大防
止に配慮し
て、教育・
研究活動を
行うことが
できます。

各キャンパスにお
いて各学部・学
科・別科・大学院
研究科・短期大学
部の定めるところ
により、対面授業
を中心として授業
を実施することと
します。対面授業
を実施する際は、
別に定めるガイド
ラインに準ずるこ
ととします。な
お、基礎疾患があ
るなどの理由によ
り対面授業への参
加が困難な学生の
ために最大限の配
慮【例えば、遠隔
授業の並行実施
（ハイブリッド型
授業）や課題等の
代替措置により欠
席扱いにしない】
を実施します。検
温をはじめとする
日々の健康観察を
行い、基本的な感
染症対策に取り組
んでください。

（2021年度春学期
の授業）
※浜田キャンパス
では、原則、対面
授業を主として実
施しますが、授業
によっては全ての
回次又は一部の回
次で遠隔授業を実
施します。来日が
できない留学生に
は遠隔授業を実施
します。なお、対
面授業の実施に万
全を期するため、
感染しないための
慎重行動と検温を
はじめとする日々
の健康観察を行っ
てください。

※出雲キャンパス
では、原則対面授
業を実施します。

※松江キャンパス
の学生は、就職活
動等で島根県が定
める移動自粛要請
地域に滞在した場
合は、島根に帰県
後2週間は健康観察
が必要ですが、学
内で実施するPCR検
査の結果が「陰
性」であった場
合、または新型コ
ロナワクチンの2回
目接種後7日（モデ
ルナ社は14日）を
経過している学生
については、保健
室に報告の上、帰
県後2週間を待たず
に対面授業の出席
を許可します。但
し、上記検査が陰
性であっても、発
熱等の体調不良が
みられた場合は出
席停止の上、かか
りつけ医や保健所
に相談すること。

ISについて、次の
条件を満たすもの
について、参加自
粛を解除します。
事前に「インター
ンシップ届」を提
出の上、感染拡大
防止対策に最大限
の配慮をするよう
お願いします。
・ISへの申込日及
びIS開始日の前日
に、IS実施地域へ
の新型コロナウイ
ルスに関する移動
制限が発出されて
いないこと。

引き続き、WEB
形式の活動を
主とすること
を推奨しま
す。対面形式
の採用説明
会・採用試験
への参加な
ど、外出せざ
るを得ない場
合は、感染拡
大防止対策
（マスク着
用・手洗いや
消毒の励行・3
密状態の回
避）に最大限
の配慮をして
ください。

感染拡大防止対策
（マスク着用・手
洗いや消毒の励
行・3密状態の回
避）に最大限の配
慮をしていただ
き、学生の構内へ
の立ち入り、少人
数の学外者のキャ
ンパス訪問を許可
します。高大連携
活動及び入試広報
イベントについて
は、別に定めるガ
イドラインに準ず
ることとします。

各キャンパスにおいてコ
ロナ対策として定めたガ
イドライン等に従うこと
を条件に、一部の課外活
動を許可します。（ボラ
ティア活動を含む）

外務省の海外
安全ホーム
ページ上にお
ける、海外安
全情報の危険
レベル及び感
染症危険レベ
ルが2以上の
国(地域)への
渡航中止もし
くは延期を要
請します。但
し、協定留学
については各
キャンパスが
別に定めるガ
イドラインに
準ずることと
します。

なお、春学期
の海外におけ
るすべての研
修を中止しま
す。
秋学期の海外
における研修
の実施につい
ては9月末ま
でに、協定留
学については
プログラム開
始の2か月前
を目安に決定
します。

引き続き、大
学関係者全員
に感染拡大防
止対策（マス
ク着用・手洗
いや消毒の励
行・3密状態
の回避）を要
請します。ま
た、教室や各
事務室の扉や
窓は常時開放
とします。

松江

※6/25
から。

WEB形式の活動を
主とすることを推
奨します。県外へ
の移動については
島根県の移動自粛
要請基準に準じる
こととし、イン
ターンシップ活動
を行う際は、事前
に教務学生課キャ
リア担当（保育・
教育職インターン
シップは教職セン
ター）へ活動予定
を報告してくださ
い。

引き続き、WEB
形式の活動を
主とすること
を推奨しま
す。島根県が
定める移動自
粛要請地域に
滞在した場合
は、島根に帰
県後2週間は健
康観察が必要
ですが、学内
で実施するPCR
検査の結果が
「陰性」で
あった場合、
または新型コ
ロナワクチン
の2回目接種後
7日（モデルナ
社は14日）を
経過している
学生について
は、保健室に
報告の上、帰
県後2週間を待
たずに対面授
業の出席を許
可します。但
し、上記検査
が陰性であっ
ても、発熱等
の体調不良が
みられた場合

感染拡大防止対策
（マスク着用・手
洗いや消毒の励
行・3密状態の回
避）に最大限の配
慮をしていただ
き、学生の構内へ
の立ち入り、少人
数の学外者のキャ
ンパス訪問を許可
します。
ただし、学外者の
キャンパス訪問に
ついては、島根県
が定める移動自粛
要請地域からの来
学は、ご遠慮いた
だきます。

高大連携活動及び
入試広報イベント
については、別に
定めるガイドライ
ンに準ずることと
します。



【資料 7-2】 

令和 3 年 6 月 30 日 

 

浜田キャンパス協定留学（派遣）のガイドライン 

 

協定留学（派遣）については、留学の教育効果と渡航時のリスクなどを総合的

に考慮しながら、学生の安全確保を最優先に考えて実施の可能性を慎重に探っ

ていくこととし、大学間の交流協定に基づく協力体制がある派遣先に限り、以下

に記す渡航の条件及び判断基準を満たす場合に渡航を認めることとします。 

 

＜対象となる留学＞ 

○ 島根県立大学学則第 25 条に係る協定留学 

 

＜渡航の条件＞ 

○ 協定留学先の外務省海外安全情報の危険レベルが「レベル１以下」である

こと。 

○ 協定留学先の外務省感染症危険レベルが原則「レベル１以下」であること。

但し、新型コロナウイルス感染症の影響による「レベル２」の場合、渡航

までにワクチン接種を済ませ、抗体のできるまでの期間を満了する場合は、

派遣の可否を大学が個別に判断をする。 

 

＜個別の判断基準＞ 

○ 学生本人及び保証人（保護者）が渡航を強く希望していること。 

○ 渡航先で入国に際しての隔離等政府の定める措置や条件が明確に示

されており、その措置をとれる環境が確保されていること。 

○ 渡航先で日本からの入国制限がなく、渡航に支障がないこと。 

○ 渡航先の医療体制が十分に整っており、受診が可能であること。 

○ 協定校が留学生の受け入れを実施しており、感染予防対策や感染した

場合の支援体制が十分に整っていること。 

○ 協定校が対面授業を実施していること。 

 

 

 

 

 

以上 


